
健康づくり安心の町・太良 
良夫 近所の奥さんが、鹿島にすんでいる友人から「鹿島と

合併したらだめよ」といわれたといっていたよ。 
太郎 どうしてだろう。 
良夫 鹿島の方が水道料や国保税が高い。いろんな健康診断

も個人負担をとられる。鹿島と合併したら、太良の人

は損するというんだ。 

「鹿島と合併したらだめよ」と鹿島の人が言った  
太郎 それじゃ、今日は、鹿島と太良の健康づくりがどうなっているか比べてみよう。次の表は、

合併協議会の資料から、一般会計と国民健康保険会計でおこなっている検診事業のうち、成

人の分を抜き出したものだ。14年度の実績もわかる。 

検診科目 鹿島市 鹿島実績 太良町 太良実績

基本健康診査 70歳以上と住民税非課税世帯は無料。40～

69歳は3000円。 
1742人 無料 2373人

基本健康診査の 

節目検診 

40歳、50歳の男女。 

基本健康診査、胃がん検診、子宮がん検診、乳

がん検診、前立腺がん検診、肺がん検診、骨密

度測定、大腸がん検診、腹部超音波検査等。

検診料金の半額程度の個人負担。 

268人

肝炎ウィルス検診、肝

疾患検診 

無料 
58人

大腸がん検診 節目検診として実施 177人 無料 604人

骨粗しょう症検診 節目検診として実施 無料 637人

胃がん検診 70歳以上と住民税非課税世帯は無料。40～

69歳は９００円。 
1494人 無料 569人

前立腺がん検診 40歳以上の節目の人 89人 無料 397人

子宮がん検診 70歳以上と住民税非課税世帯は無料。30～

69歳集団検診の場合700円、個別検診の場合

2100円または3400円。 

1296人 無料 561人

乳がん検診 70歳以上と住民税非課税世帯は無料。30～

69歳は300円。 
849人 無料 ３６８人

肺がん検診 40、４５、50、５５歳の節目の人 無料 2920人

歯周疾患検診 なし 無料 15年度より

人間ドック 日帰り25000円、集団ドックは７割程度助

成。（残りが自己負担） 
65人 1割自己負担。 397人

脳ドック 国保で実施。35000円助成。 15人 15年度より実施。

21000円の9割助成 
100人

良夫 太良と鹿島でこんなに違いがあるとは知らなかった。だけど、もとから太良に住んでいる人は、太良が

健康づくりではこんなに恵まれているとは知らないんではないかな。 

太良が健康づくりに使っているお金は鹿島の2.5倍 
太郎 太良は、「出前保健教室」（14年度は22

地区）や骨そしょう症予防教室、老人保

健教室などをきめこまかく行っているよ。

右のグラフは鹿島と太良が住民の健康づ

くりのために、一人当たりどれだけのお

金を使ったかくらべたものだ。（14年度
決算。保健衛生費のうち、病院関係費、

環境関係費をのぞく）。また、国民健康保

険加入者1人あたりの保険税（14年度）
をくらべたものだ。 

人口12,000人ほどの小回りのきく町だからできた 
良夫 健康づくりには太良が鹿島の2.5倍も使っている。国民健康保険税は、太良が鹿島よりも一

人当たり13,000円も安い。「鹿島と合併したらだめよ」と鹿島の人が言うはずだね。 
太郎 住民の健康づくりに思い切ってお金をつかう---その結果、住民の医療費負担は軽くなる----

これは、町役場、太良病院をはじめとする医療機関、住民が長い間努力して作り上げた結果

だ。全国に自慢できる太良の誇りだよ。人口12,000人ほどのこまわりのきく町だからできた
んだと思う。大きな市になったら、できないよ。 

良夫 だから、合併しないで、太良町を残さねばならないね。 
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太良町を残して進めよう

まちづくり---③ 

住民1人あたりの健康づくり費と
国保税
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